
○ 不動産投資市場は、

① 不動産ストックの質的・量的向上に不可欠な民間の資金とノウハウの活用

② 多様な投資家の安定的な資産運用に資する投資商品の多様化、金融市場の魅力向上

に大きな役割。我が国社会経済の発展に必要な不動産ストックの形成・再生・活用にとって極めて重要。
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2020年頃の名目GDP600兆円に向け、

不動産投資市場の裾野と厚みの拡大が必要

2020年頃にリート等の資産規模を約30兆円に倍増

都市の成長力の強化、地域活性化等に向けて政策を総動員

○ 社会経済の発展に応じた不動産需要への対応
• 宿泊需要の増加（訪日外国人旅客数 836万人（2012） → 1974万人（2015））

• 物流施設の高機能化（BtoC 電子商取引市場 12.8兆円(2014) → 22.9兆円（2020）※民間推計）

• ヘルスケア施設の整備（高齢者向け住宅 54万戸（2012） → 146万戸(2025)）

• ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ市場の拡大（2013-2014の新規支援額伸び率 59.5%増） など

○ 投資家層のさらなる多様化
• 年金基金等の機関投資家による不動産投資

• 個人投資家の拡大（ﾘｰﾄの個人投資家57万人（全投資家の96%、2015）） など

≪不動産投資市場の成長目標≫

不動産投資市場の社会的意義

不動産投資市場政策懇談会提言の概要

不動産投資市場の成長戦略～2020年に向けた成長目標と具体的取組～



成長分野での良質な不動産供給の拡大とバリューアップ

○ 成長分野（観光、物流、ヘルスケア等）に係るリート市場の機能強化

（組入れ支援、情報の見える化等）

○ 耐震化・環境改修、成長分野の不動産再生等を促進するための不

動産特定共同事業の充実

○ 耐震・環境不動産形成促進事業の活用促進、ｸﾞﾘｰﾝﾘｰｽの取組支援

○ 不動産の有効活用に繋がる流動化の促進 等

○ 志ある資金等を活用して地域の空き家・空き店舗等

を再生する「ふるさと再生投資」事業のための枠組

みの整備

○ 地域の金融資産を地域の不動産事業に活用する

地域ファンド等の形成促進

○ まちなかの遊休資産や公的不動産（PRE）等を有効

活用する証券化モデル事業の実施（専門家派遣、

人材育成等の支援） 等

○ 海外投資家や年金基金等の機関投資家に向けた的確な情報提供

○ クラウドファンディング等に対応した電子化の推進 等

○ 不動産情報の開発や“より早く、より便利な”関連データの提供

○ 不動産の鑑定評価など、不動産証券化に携わる人材の充実 等

不動産投資市場の国際競争力の強化

○ 日本の不動産市場の対外的な情報発信の強化

○ リートによる海外不動産取得の円滑化等に関する検討 等

１．成長分野における不動産投資市場の拡大と
国際競争力の強化 ２．地域を活性化する不動産ストックの再生

３．資金供給の担い手の多様化等

４．不動産市場の透明性向上等

≪主な具体的取組≫

不動産投資市場政策懇談会提言の概要

不動産投資市場の成長戦略～2020年に向けた成長目標と具体的取組～


